
● スマート農業機器を導入す

　る５０万円以上の経費が補助　

　の対象です。

※ 国や神奈川県の補助を受ける場合でも、

　本事業の対象になります。
　（導入経費から補助額分を減算します。）

※補助の対象となるスマート農業機器の例は

　裏面を参照ください。

対象となる経費は？

● 補助率は１／３以内で、

　上限額は１００万円です。

※ 例１　60万円×1/3以内＝20万円

　  例２　300万円×1/3以内＝100万円

　  例３　500万円×1/3以内＝100万円

※ 千円未満は切り捨て。予算額を超える申請

　があった場合は、事務局で按分等の調整を

　行う場合があります。

補助される金額は？

● 市内の農地で農業を営む、   

  認定農業者、認定新規就農者  

  の方が対象です。
 

※ 補助申請する年度中に、認定農業者や認定

　新規就農者に認定される見込みのある農業

　者も対象となります。

※ 各農業者の認定方法については、市農業振

　興課までお問い合わせください。

補助対象となる人は？

● 次のうち一つ以上を目標

  設定してください。

○ 10a作業時間を10％以上削減

○ 生産量を１０％以上増加

○ 年間販売額を１０％以上増加
※ 機器を導入した翌々年度までに、設定した

　目標を達成できるよう取り組んでください。

求められる成果は？

お問い合わせ・申請先
伊勢原市役所農業振興課 農業政策係　電話 ０４６３－９４－４648(直通）
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※申請、実績報告の詳細は裏面をご確認ください。
成果目標の

状況を報告
(令和10年度まで)

事業の流れ

              スマート農業機器の導入経費を補助します

【 伊 勢 原 市 】

令和８年度

＊この事業は、内閣府の｢物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金｣を活用して実施します

表面

★ スマート農業は、環境制御システムやドローン等の先端技術を活用する農業で、農

作業の効率化、農作業における身体の負担の軽減など、農業の生産性の向上の効果

が期待されています！
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● 令和８年６月１日（月）から

  令和８年６月３０日（火）まで

● 市役所農業振興課に提出

※ 必要書類を揃え、申請期間内に市農業振興

　課に提出してください。

※ 郵送でも受け付けますが、書類に不備が無

　いようご注意ください。

※ 円滑な手続のため、事前に御相談ください。

申請期間や提出先は？

❶ 補助金交付申請書

❷ 事業計画書

❸ 導入機器の見積書の写し

❹ 導入機器のカタログ等

❺ その他必要となる書類

※ ❶❷は市の規定様式です。

※ その他の書類は適宜用意してください。

申請に必要な書類は？

❶ 事業完了後30日目まで

❷ 令和9年3月31日(水)まで

● 市役所農業振興課に提出

※ 事業完了後（機器導入後）、❶❷のいずれか

　早い日までに、必要書類を揃えて市農業振

　興課に提出してください。

※ 郵送でも受け付けますが、書類に不備が無

　いようご注意ください。

実績報告や請求方法は？

❶ 実績報告書

❷ 補助金交付請求書

❸ 導入機器の領収書の写し

❹ 導入後の機器の写真

❺ その他必要となる書類

※ ❶❷は市の規定様式です。

※ その他の書類は適宜用意してください。

実績報告の必要書類は？

お問い合わせ・申請先
伊勢原市役所農業振興課 農業政策係　電話 ０４６３－９４－４648(直通）

★スマート農業機器の例
水田の水管理システム、農業施設環境制御装置、モニタリング機器、ＣＯ2発生装置、ミスト発生装

置、重作業アシストスーツ、草刈りロボット、汎用自走ロボット、農業用ドローン、自動操舵システム、

直進アシスト型コンバイン・田植え機、自動収穫機、自動防除機、通信機能付きセンサーカメラ、ＩＣＴ

わな、生産管理システム、遠隔モニタリング装置付きシステム ほか

※ 農林水産省の「スマート農業技術カタログ」や、神奈川県の「かながわスマート農業・水産業推進

プログラム」の６(1)のロードマップに記載さているもの等が対象。

※ 消費税額は対象外。農業以外にも使える汎用性の高い機器や関連経費等は対象外。

              スマート農業機器の導入経費を補助します

【 伊 勢 原 市 】

令和８年度

＊この事業は、内閣府の｢物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金｣を活用して実施します
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